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２学期スタート

８月２８日（木）は２学期の始業式で

した。学校に元気な子どもたちの声が響

き渡り、日焼けして一回り大きくなった

子どもたちが戻ってきました。特に６年

生は背が伸びて一段と大きくたくましく

なりました。何よりも全員が大きなけが

や事故にあうこともなく、楽しい夏休み

を過ごせたことは本当によかったと思い

ます。

各学級では久しぶりに会った友達と楽

しかった夏休みの思い出の話に花が咲きました。

始業式では木の枝について話をしました。用意した木の枝を子どもたちの前で折り曲げ

るようにして見せました。しかし、木の枝は「しなって」（曲がって）簡単には折れませ

んでした。それは、木が強い風が吹いても雪が積もっても「しなって」その重みや力をう

まく逃がすようになっているからです。そのことを子どもたちに説明しながら木の枝のよ

うに、少しの困難やいやなことや苦しいことがあってもそれに負けない「しなやかな心」

を持って２学期をがんばってほしいと話しました。

２学期は授業を行う日が一番長い学期(７８日間)でもあり、運動会や校外学習など大き

な行事が目白押しです。それらの行事をとおして、「しなやかな心」を育て、今よりもっ

とよいクラスに、さらにすばしい学校に、善誘館小学校が「実りの秋」を迎えられるよう

にしていきたいと思います。

ＰＴＡ親子奉仕作業 ご協力ありがとうございました！

８月２３日（土）に行われた「ＰＴＡ親子奉仕作業」には、土曜日の早朝にもかかわら

ず大勢の皆様にご参加いただきありがとうございました。

お父さん方には側溝の泥上げを精力的にしていただき、お母さん方には校舎の窓やトイ
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○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



レなどをきれいに清掃していただき本当にあ

りがとうございました。

子どもたちも各学年の担当場所を清掃し、

見違えるようにきれいになりました。お陰様

で、気持ちのよい環境で２学期を迎えること

ができました。

多くの皆様にご協力いただき、本当にあり

がとうございました。

「風によって知る秋」

９月８日（月）は十五夜でした。 今では、団子を食べることがあっても、芒（すすき）の

穂，果物などを供えて月をまつる家庭は少なくなりました。（昭和３０年代頃には，これらの

供え物を子供たちが持ち去るのを喜ぶ風習があったことを知る人は少ないですよね。）

さて、 皆さんはどんなことから秋を感じますか。秋の始まりは、目でなく、音や気配から

感じ取るという人もいます。秋は空気が澄んで、遠くの水音、風の音、虫の音（ね）などの

物音がよく聞こえるからでしょうか。

平安時代の歌人で藤原敏行（ふじわらのとしゆき）と

いう人がいます。（※子どもたちが知っている百人一首で

は「すみの江の 岸による波 よるさへや 夢のかよひ路 人め

よくらむ」を作った人です。）

その人が作った歌に「秋きぬと目にはさやかに見えねど

も風の音にぞおどろかれぬる」 （秋が来たのだと、はっきりと

目に見えるわけではありませんが、 突然の風に、自然とそ

の到来を感じた）という歌があります。

「風によって秋を知る」そんな感性や余裕が現代に生

きる私たちにもほしいものです。

プール指導無事終了 ６月３日のプール開きから始まったプール指導も９

月５日（金）をもって無事終了しました。

この期間、体育の授業や夏休みのプール指導をとお

して、子どもたちの泳力もそれぞれ向上しました。ま

た、何の事故もなく終了できました。本当によかった

と思います。検温等、ご家庭でのご協力ありがとうご

ざいました。９月１２日（金）からはいよいよ運動会

日課が始まります。


